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Part-Ⅰ：データ作成編 

1 データ作成マニュアル 

Part-1 では、建築側の入力は既に済んでいるものとして、空調システム側におけるビル用マル

チエアコンの入力部分のデータ作成を、初めて操作するユーザにも分かりやすく例題に沿って記

載しました。 

 

1.1 データ作成に必要な資料 

1) 平面図、系統図、機器表、設備の計算書 

2) 機器のカタログ 

3) 操作マニュアル等 

 

1.2 例題で計算する対象建物の概要 

 このマニュアルの例題では、以下の基準階の北側系統についてビル用マルチエアコンを用いた

場合のシミュレーションを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.3 プログラムの起動 

 1)プログラムがインストールされていない場合は、BEST の説明書に従ってインストールをお願い

いたします。 

 2)Windows を起動させてください。 

 3)デスクトップにあるBESTのアイコン     をダブルクイックするとプログラムが起動し、次の画

面が表示されます。この画面から BEST の全ての操作が行えます。 

インストール時にデスクトップにアイコンを作成していない場合には、エクスプローラで[C:BEST]

のフォルダを開き、gui.bat ファイルをダブルクリックして、BEST プログラムを起動させてください。 

 

 

南系統室外機 北系統室外機

基準階
Eｿﾞｰﾝ Sｿﾞｰﾝ Wｿﾞｰﾝ I ｿﾞｰﾝ I ｿﾞｰﾝ Wｿﾞｰﾝ Nｿﾞｰﾝ Eｿﾞｰﾝ

平面図 系統図 
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1.4 建築側データを読込み 

メニューバーの[フアイル(F)]→[開く]で物件ファイル選択画面が表示されますので、

C:¥BEST¥Files¥ビル用マルチ例題用建築側データ.zip を選択してファイルを読込んでください。 
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参照ボタンを利用して、読込みファイルを選択すると便利です。実行ボタンを押すと読込みが開

始されます。この物件ファイルには、N系統 4 ゾーンの建築データだけが入っています。 

右側の建築タブをクリックすると、建築データが確認できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.5 設備側データの登録 

1)共通モジュールの登録 

画面左側上部にある設備のタブをクリックします。空調・換気設備のフォルダを開き、その中

にある 

・ 計算結果の記録の指定 

・ 空調記録 

・ Stop and Run 

はすべての計算に用いるモジュールなので、右側の基準階を指定して(基準階をクリックして色

を反転させます)から、それらをダブルクリックし、その下に置きます。その際に名称の変更と仕

様の入力を聞いてきます。空調記録とStop and Runについてはそのまま変更なしで、計算結果

の記録の指定では、メッセージを除いた全ての項目にチェックを入れましょう。 

なお、仕様等については入力後も、右側の名称をクリックすると入力・変更することもできま

す。 
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 2)ビル用マルチテンプレートの登録 

 ビル用マルチのフォルダを開くと、その中に「●テンプレート EHP 室内機単線接続」と「●テンプ

レート EHP 室外機単線接続」とそのフォルダがあります。テンプレートとは幾つかのモジュールを

前もって組合せ接続した集合体で、その中身は、フォルダを開くと確認することができます。 

 このテンプレートを先ほどの共通モジュールと同様に、基準階を指定してその下に置きます。室

外機は1台、室内機は4台分入力します。なお、複数台入力する場合は名称の後にSE等のゾー

ン名を付加しないと、同じ名称があるとの注意が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 テンプレートの入力が終わりましたら、それぞれのテンプレートのフォルダを開き、室内機モジュ

ールと室外機モジュールの名前を変更しましょう。変更を行わないで複数同じ名前の室内機モジ

ュールがあると、１つの室内機モジュールしか計算に反映されない場合がありますので注意してく

ださい。また、ゾーン接続用モジュールの名前も変更しておくと、ゾーン名称入力時に便利です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




